
中学校【数 学】正解・解答例 
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（１）  ①、②、④  

（２）  ① ＩＣＴ  ② 個別化  ③ 個性化 

（３） ① 見方・考え方   ② 数学化   ③ 的確   ④ 評価 

（４） ① 数理的      ② 伝え合う 

  

配点：(1)２点、(2)各２点×３、(3)～(4)各２点×６             ２０点 
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（３） 最大公約数 ４        最小公倍数 1260（完答） 

（４）  ① ○    ② ８     ③ 
√7    ④ －３（完答） 

（５） 75（%）            （６） －４ 

（７） －１≦a≦２ 

（８） △ABD＝△ABE，△ADE＝△BDE，△AFE＝△BFD，△ADC＝△BEC（完答） 

（９） 90π（㎠）         （10）直角二等辺三角形 

（11） 
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��
  

（12）① 

 

 

 

②・那覇市の方が、鳥取市より箱が全体的に右に寄っており、中央値（第２四分位数） 

も大きいため、雨が降りやすいと考えられる。 

   ・両市とも範囲は同じであるが、鳥取市の方が、四分位範囲が大きいため、ばらつき 

    がある。 
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（14）（例） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

配点：（１）～（13）各５点×13、（14）15 点 ※（12）は①２点、②３点    ８０点 

 

 

 

 

【証明】△ＱＣＤと△ＰＲＤで、 

長方形ＡＢＣＤより、 

  ＣＤ＝ＲＤ・・・① 

  ∠ＱＣＤ＝∠ＰＲＤ＝９０°・・・② 

 また、 

  ∠ＣＤＰ＝∠ＣＤＱ＋∠ＱＤＰ＝９０°・・・③ 

  ∠ＲＤＱ＝∠ＲＤＰ＋∠ＱＤＰ＝９０°・・・④ 

 ③，④より、 

  ∠ＣＤＱ＝∠ＲＤＰ・・・⑤ 

 ①，②，⑤より、１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので、 

  △ＱＣＤ≡△ＰＲＤ  よって、ＱＤ＝ＰＤ                

【証明（別解）】 

仮定より、 

 ∠ＰＱＢ＝∠ＰＱＤ・・・① 

ＡＤ//ＢＣより、錯角は等しいので、 

 ∠ＰＱＢ＝∠ＤＰＱ・・・② 

① 、②より、 

 ∠ＰＱＤ＝∠ＤＰＱ・・・③ 

△ＤＰＱにおいて、③より、２つの角が等しいので、 

△ＤＰＱは二等辺三角形となる。 

よって、ＱＤ＝∠ＰＤ 
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（１） Ｂ（６，１２）           （２） 
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（３） ｙ＝ｘ＋６          （４） １：４ 
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 ，３） 

 

配点：（１）～（４）各５点×４、（５）10 点                 ３０点 
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② � � 3 , 5  

（２）①  等脚台形  

 ② 9√2 
 6√17（㎝） 

③ 126（㎤） 

 

配点：（１）①(ア)・(イ)・(ウ)各５点×３、②10 点、（２）①５点、②・③各 10 点×２ 

  ５０点 


